
予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名　新オ＝ラン県との図書館交流事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　環境生活部　図書館　管理調整係　電話番号：058-275-5111（内291）

　　　　　　                        　E-mail：c21803@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　6,397千円（前年度予算額： 0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	6,397
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,397

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
「岐阜県（日本）とオ＝ラン県（フランス）との友好交流に関する覚書」の締結を契機に、両県の図書館間での交流事業を実施し、両県の豊かな生活・芸術文化への相互理解を促進する。
（２）事業内容

ア．図書（絵本等）の交換 
　両県間で図書を交換し、両県及び両国の文化への相互理解を深める。

イ．「アルザスコーナー」（仮称）の設置
交換した図書やフランス・アルザス地方に関する図書等を集約して設置し、図書を通じて両県の交流をＰＲする。

ウ. フランスを知る交流会の開催

　　 県内在住のフランス国籍の方やフランスにゆかりのある県出身者を講師に招き、フランスの文化等を紹介し、フランスに対する興味・関心を高める機会とする。
エ．フランスを知るパネル展の開催

アルザス地方を含むフランスの様子等や、岐阜とフランスのつがなり等がわかる写真のパネルを展示し、フランスへの理解を深めると共に、県の交流の様子を伝える機会とする。
オ．講演会の開催

フランスの文化や文学などに関するテーマの講演会（対談形式）を開催し、フランスに対する理解を深める機会とする。
（３）県負担・補助率の考え方
　　　県負担10/10  
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	605
	謝金

	旅費
	2,335
	費用弁償・業務旅費

	需用費
	313
	消耗品費、会議費等、印刷製本費等

	役務費
	850
	通信運搬費、通訳費用

	委託料
	2,023
	パネル作成、講演会出演料、運営費等

	備品購入費
	269
	アルザスコーナー用書架、交流会用スクリーン

	使用料及び賃借料
	2
	使用料

	合計
	6,397
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　●岐阜県（日本）とオ＝ラン県（フランス）との友好交流に関する覚書

●「長期構想」における政策の目的

新たなふるさとの誇りを生み出すために、文化の薫り高いふるさとづ　くりに取り組みます。
（２）国・他県の状況

　　　  グローバル人材育成支援は、他の地方自治体においても取り組んでいる。
（３）後年度の財政負担

　　　  定期的な図書の交換・交流会の開催に係る経費負担あり。
（４）事業主体及びその妥当性
中核図書館として、能動的課題解決支援（グローバル人材育成支援）に取り組んでいる本図書館において、国際交流の場を創出することは必要であり、実施主体としても妥当である。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　オ＝ラン県との交流事業を通じた「国際化に対応する人材育成」に重点的に取り組み、オ＝ラン県及びフランスに対する理解を深めるとともに、岐阜県のグローバル人材育成を支援する機会とする。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	フランスを知る交流会参加者
	
	
	
	
	45人
(H30)
	

	講演会
	
	
	
	
	300人

(H30)
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	グローバル化が進む現代社会の中で、国際化に対応する人材育成が急務となっており、外国と自国の文化や習慣を正しく理解し、より良いものを創り出そうとする姿勢の育成に取り組むことが求められている。また、岐阜県（日本）とオ＝ラン県（フランス）との友好交流に関する覚書を実現する取り組みを推進する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
オ＝ラン県及びフランスの文化、自然等への理解を深めるために、関連する図書資料等の収集が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　図書館間の交流を図るなかで、アルザスコーナー（仮称）を充実させ、今後もグローバル人材の育成に継続的に取り組む。



